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万葉集とコンプライアンス（万葉のこころ）-ドラフト
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1. はじめに：
2019年ラグビーワールドカップ（W杯）日本大会は成功裏に幕を閉じた。英公共放送「BBC」は「私たちが日本大会を愛する理由」と題して取材した記者、解説者らが今大会を振り返る特集を展開した。それぞれが思い出を語っているが、「日本人はルールを愛し、逸脱することがない」と規律が守られた文化が称賛されている。
大会を取材した記者、解説者らが振り返り、それぞれが「日本大会を愛する理由」を挙げる特集である。「リスペクト」との項目で語ったのは「BBCスポーツ」のジャーナリスト、ベッキー・グレイ氏である。「日本の社会はリスペクトについて多くのことを私たちに教えてくれる」と語り、いくつかの例を挙げた。「電車はそこら中に携帯電話使用禁止のサインが貼られ、試合の日は英語で他人に迷惑をかけないようアナウンスがされる。他人に対する尊重に重きを置く文化はピッチ上でも見られる。試合後もグラウンド上に残り、それぞれのコーナーに対して日本文化のお辞儀をする」などと挙げ、他人に敬意を思いやる姿勢に熱い視線を寄せた。

　同様に「ルール」を挙げたのが、「BBCラジオ」でプロデューサーを務めるルイ・グウィリアム氏である。「日本人はルールを愛し、それから逸脱することがない。しかし、それは日本での生活を快適で簡単なものにする」と規律に守られた国民性により、日常が良いものになっていると指摘した。

このように海外のメディアからも高く評価される日本人の素養の高さは、どこからきているのだろうか？　それを読み解くには、日本でもっとも古いといわれ、当時のさまざまな人々の心を歌った「万葉集」にひとつの手掛かりがあるのではないかと思う。ここに、現代に受け継がれる日本精神文化の原点があるのではないだろうかという気持ちが強く湧き上がり、これを検討することとした。そしてこの「万葉集」の成立した背景、社会を知り、記載された具体的な歌に触れることにより、万葉のひとびとの思いを共感してみたいと思う。
２．「万葉集」について：
（１）成立と構成
　「万葉集」は、わが国に現存する最古の和歌集である。長い年月をかけて増減を繰り返し、次第に形作られていったものと考えられる。収容歌は、4500首を超える。皇族や貴族から官僚，防人、農民、さらには、東国の民謡（東歌）など幅広い人々の歌が集められてぼり、作者不詳の歌も2100首以上収められている。最終的に「万葉集」として体裁が整ったのは、
759年以後780年ごろにかけての時期といわれこの編纂には、大伴家持がかかわったと指摘されている。
　一般に、集落が形成されれば、民謡が生み出される。集団性に裏付けられた歌である。民謡は、やがて口誦的（こうしょうてき）な歌謡となって流布する。また、都市化が進む中で従来の口誦性や集団性を基本とする歌謡とは、別の表現が求められるようになってくる。こうして生まれてきたのが和歌である。和歌は、歌謡を基礎として踏襲するが、次第に和歌独自の形として完成していった。
「万葉集」の歌の種類とかたち：
「万葉集」には、基本として「三大部立」という分類法が認められる。
その内容は、「雑歌（ぞうか）」「相聞（そうもん）」「挽歌（ばんか）」に分類されている。「雑歌」は行幸や遊宴、旅などさまざまな折の歌であり、晴れがましい歌が多く含まれている。「相聞」はお互いの消息を交わし合う意で、親子・兄弟姉妹・友人など親しい間柄で贈答された歌も含まれるが、多くは男女の恋の歌である。「挽歌」は人の死に関する歌である。万葉集は、人が生を受けて死ぬまでのほとんどの場面が歌われた歌集である。
また、万葉集の歌の字数は、一定ではないが、音数は、ほぼ５７調となっている。声に出してよむときは、母音を伸ばしたり、くっつけたりしてよむからである。それが自然に整えられていって音数も５７調の定型に収まったと考えられている。具体的には、つぎのとおりである。
長歌（ちょうか）（約250首）：5・7を繰り返し、5・7・7で結ぶ歌。5・3・7の結びや最後の句をくりかえすものもある。「万葉集」には、長歌に添え、主題の要約，補足などをする反歌（短歌）がみられる。
短歌（短歌）（約4200首）：5・7・5・7・7の5句でよまれた歌。字余りもある。
旋頭歌（せどうか）（約60首）：5・7・7/5・7・7の6句で読まれ、同じ句を繰り返す民謡的な歌も多いといわれる。
仏足石歌（ぶっそくせきか）（1首）：奈良・薬師寺の石に刻まれた5・7・5・7・7・7の6句の歌。太古の歌謡が起源といわれる。 

　原文はすべて漢字で書かれており、漢文の体裁をなしている。編纂当時はまだ仮名文字が作られていなかったため、漢字を意味どおりに表記している部分と、漢字の意味とは関係なく漢字の音訓だけを借りて日本語を表記する「万葉仮名」と呼ばれる表記法が多く用いられている。

歌人と地域：
歌人は、額田王、柿本人麻呂、山部赤人、大伴家持など、天皇や貴族、宮廷歌人が名を連ねている。その一方で、作者不詳の防人や農民などさまざまな身分の人の歌も含まれており、人間性豊かで素朴な表現も多くみられるのが特徴である。

地域的には大和の国が中心であるが、東国で作られた「東歌（あずまうた）」など全国各地方の歌も取り入れられていて、なかには方言で詠まれた歌もある。こうしたことから、7世紀から8世紀の政治や社会を知るうえでの、貴重な史料だといえる。

「万葉集」の名前の由来は「万（よろず）の言の葉を集めたもの」とする説もあるが、「葉」を「世」の意味にとって「万世（よろずよ）に長く伝えるため」の歌集という考え方が、研究者の間では通説のようである。
（２）時期区分：
万葉集は、おおまかに4期にわけられる。（歌を作った時期により4期に分けられる。）
第1期は、舒明（じょめい）天皇即位（629年）から壬申の乱（672年）まで：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大化の改新から有間皇子（ありまのみこ）事件・新羅出兵・白村江の敗戦・近江遷都・壬申の乱に至る激動期である。中央集権体制の基礎が作られた。また、中国文化の影響が大きく、天智天皇の近江期には、漢文学が交流をきわめた。代表的な歌人としては額田王（ぬかたのおおきみ）がよく知られている。ほかに舒明天皇・天智天皇・有間皇子・藤原鎌足らの歌もある。　　　　　　　
第2期は、遷都（710年）まで：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壬申の乱後の安定と繁栄を迎えた時代で、天武天皇の時代には強力な専制政治が確立した藤原京全盛の時代。この時期、歌は口誦から記載文学へ転換した。家風は、集団から個人の心情を詠うようになるが、おおらかで力強い。主な歌人は、柿本人麻呂(かきのもとのひとまろ)・高市黒人（たけちのくろひと）・長意貴麻呂（ながのおきまろ）である。他には天武天皇・持統天皇・大津皇子（おおつのみこ）・大伯皇女（おおくのひめみこ）・志貴皇子（しきのみこ）などである。

第3期は、733年（天平5年）まで：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大陸文化が重用され、その影響により和歌の世界にも中国文学の影響が広まった。宮廷貴族の間に雅やかな風が強まり、中でも山部赤人（やまべのあかひこ）は自然を客観的にとらえ、優美に表現した。一方、九州大宰府では、大伴旅人・山上憶良が中心となって筑紫歌壇を形成した。また、高橋虫麻呂は、東国に旅して伝説や旅情を詠った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第4期は、759年（天平宝字3年）まで：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良時代のピークを迎えた聖武天皇の時代を含み、東大寺の造営や大仏開眼などがあった華やかな時代であった。代表歌人は大伴家持・笠郎女（かさのいらつめ）・大伴坂上郎女（おおとものさかのうえのいらつめ）・橘諸兄・狭野弟上娘子（さののおとがみのおとめ）などである。

3.万葉びとの世界
（1）自然観
大自然の中で農耕を営んできた古代の人々は、四季の変化に敏感であった。豊かな実りを得ればそれをもたらしてくれた祖霊に感謝した。やがて漢詩漢文の世界から新しく自然の景色を鑑賞することやその美しさを楽しみ、仲間同士で語り合うことを学んだ万葉びとは、和歌でも自然の美しさへの感動や愛着を表現すようになった。万葉の四季の歌を通して、日本的な自然観が形つくられていった。
（2）暮し
万葉びとは、多彩かつ力強い生き方をしている。自給自足が中心の社会でうまく生き抜こうとする意気込みが感じられる。律令制度が始まり、社会に大きな変化をもたらした。国家体制強化に伴って強いられる労働や旅。社会の変化が歌の表現にも影響を与えた。ただし、万葉集にはには、怒りの歌が一首しかない。これは、歌によって個人の感情のコントロ―ルしているともいえる。素直で素朴な感情の発露の中に自然と生きる万葉びとの暮らしの様子がうかがい知れる。
（3）恋と別れ

万葉時代の人々にとって恋は、苦しみであった。万葉集の恋とは、苦しみであった。なぜなら
万葉集の恋とは、「愛する人が自分と一緒にいなくて寂しい」という意味だからである。そして、その相手が生者であれば、相聞歌（恋の歌）となり、相手が死者であれば、挽歌（別れの歌）となった。
(4) 旅
国の制度が整う中で、中央の役人が地方に赴任したり、地方の人びとが都に税を納めたり、海外に派遣されたり、防人となって故郷から西国へ旅立つ人もいた。また、天皇も荼毘旅視察や行楽の旅に出かけた。旅が長くなると故郷への思いが強くなり、そのような、旅先でのさまざまな思いを万葉びとは、歌に託した。
4.コンプライアンスとの兼ね合い(考察とまとめ)-継続検討中
「万葉集」を読み進む中で、日本人の持つ優しい心、他人を思い尊重する心の源泉は、万葉の時代から続いているのではないだろうかという思いが湧いてきた。これを詠み体感することによって日本人の心がわかるのはないだろうかと思う。
その理由は、つぎのとおりである。
　（1）最古の歌集である万葉集には、いにしえから連綿と受け継いできた日本人の素晴らしい心が収められている。万葉の人々の心を忘れずに日本人としての誇り高き精神を持つことは、これからの世界をよりよくすることにつながっていく。
（2）古代は自然を畏怖し、敬い、山には山の神、川には川の神がいると信じていた時代である。「万葉集」のつくられた時代はそういった自然に対する畏怖の感情からやがては解放され、自然を自然として讃美するように移行してゆく時代であり人々が自然とともに生きていた時代のようである。そのため、万葉集には自然が豊かに詠み込まれている。山や川は、万葉びとと身近な存在である。
（3）「万葉集」では、歌人たちが時代のはざまで奮闘している姿が感じられる。万葉集には、生きることへの歓びや悲しみ、さらには、個人の人生哲学なども盛り込まれている。
そしてひとびとの喜怒哀楽が素直に表現されている。個人的には、額田王、大伴旅人、山上憶良らが特に心に残る歌人である。はるか昔に過ぎ去ったものであるはずの「万葉集」が、現代の私たちの心のよりどころとして引き付けられる。それは、人々の姿がありのままに現れているからだろう。
　現代社会においては、生活する中でいろいろな制約があり，また、あまりにも他者からいかにみられているかを気にして、本来の自分の心のまま、行動する機会が少ない。人間の心のままに、あるがままの生き方について考えてみる必要がある。日本人のDNAのなかには、古代人から受け継いだ優しい気持ちが含まれている。
コンプライアンスの必要性が叫ばれてかなりの月日がたつ。制度がつくられてもその中には、魂は入っていないといわれる。昨今、世の中をにぎわしている「かんぽ生命」の不当な勧誘（特に老人対象）についても、勧誘員の相手のことを考えずにただ、ノルマ達成のことのみ重視し、相手のことを考えていないことが明らかになった。
日本の古典と言われ、万葉びとのこころの動きを素直につづった「万葉集」に触れてみてこそ、人間の持つ心の底を体感できるように思う。われわれは、今一度、万葉の世界に入ることが必要ではなかろうか。
資料編：
1.代表的な歌
万葉集に載せられている人代表的な歌をいくつかピックアップし、それについての印象を述べる。
（1）-①柿本人麻呂
　　　万葉集の約4500首のうち柿本人麻呂の作は，84首に及ぶ。和歌の神のように尊敬され、平安時代の歌人たちにも「歌聖」として尊敬された。藤原京のときの宮廷歌人。都から地方に赴任するとる友か遣唐使の一行を見送るときか、いずれにせよ旅立つ人の無事を祈る歌とのことである。やさしい心遣い思いが感じられる
磯城島（しきしま）の　大和の国は言霊（ことだま）の助くる国ぞ　ま幸（さき）くありこそ（3-3254）
【大和は言霊が助けてくれる国であるから無事であられるでしょう】
（1）-②山部赤人
　柿本人麻呂とともに「山柿之門」と称されその歌は、和歌の手本とされた。下級役人であったが、天皇の行幸に随行したり、地方の役所に行くことがよくあったらしい。富士山の姿をみたときの感情（驚きと感動）が眼に映るようである。人麻呂にとっては、東国の景色がめずらしかったのかもしれない、（大和では、感じられない風景では）
田子の浦ゆ　打ち出でて見れば　ま白にそ　富士の高嶺に　雪は降りける（3-318）
【田子の浦を通って広々とした視界が開ける所にでてみると　なんと真っ白に富士山の高値には、雪が降り積もっていたのだった】
（1）-③大伴家持
　大伴旅人の長男。越中（富山県）と因幡（鳥取県）の国守（長官）をつとめた。

「万葉集」の編集者であり、家持の歌は、473首を収録。

大伴氏は、軍事をになってきた氏族でそれは、初代神武天皇の東征以来のことだという。藤原氏や橘氏との権力争いがあったがその中で家持は、一族の気持ちを引き締めたかったようである。
磯城島（しきしま）の大和の国に　明らけき　名に負う供（とも）の緒（を）心務めよ（20-4466）
【大和の国の初めから誉れある大伴の子孫であるわが一族よ、その名に恥じないように心引き締め務めよ】
（3）天皇の歌
万葉集の巻頭を飾る雄略天皇の歌である。このころ、男性が女性に名前を聞くことは、結婚を意味した。名前は、人の命そのものだと信じられていたので、名前を教えることは、相手に自分の命をあずけることと同じであった。また、このころは、夫が妻の下に通う「妻問い婚（つまといこん）」だったので、家を聞かれることは、結婚を申し込まれたことと同じであった。雄略天皇が菜を摘む乙女に詠いかけている情景が、目に浮かんでくる。この歌が「万葉集」の一番初めの歌であり、万葉集の素朴かつおおらかで自由な気風を表しているように思われる。草木が芽吹く春の訪れとともに、天皇の結婚は、繁栄の象徴である。籠や箆などの持ち物を褒めそして最後に自分自身を自慢するというところもなにか現代が行うプロポーズにも通じるような気がする。
籠（こ）もよ　み籠（こ）持ち　掘串（ふくし）もよ　み掘串（ぶくし）持ち　この丘に　菜摘（なつ）ます児（こ）　家聞かな　名告（なの）らさね　そらみつ　大和（やまと）の国は　おしなべて　われこそ居（お）れ　しきなべて　われこそ座（ま）せ　われこそは　告（の）らめ　家をも名をも（1-1）
【（かご）よ　美しい籠を持ち　箆（ヘラ）よ　美しい箆を手に持ち　この丘で菜を摘む乙女よ　あなたの家はどこか聞きたい。名前も言って欲しい。この、大和の国は、すべて私が治めています　私にだけは　教えてくれるだろうね。あなたの家も名前も】
舒明天皇の歌（国見の歌）
万葉集一の二番目に収録されている、舒明（じょめい）天皇の国見の歌である。
天の香具山（あまのかぐやま）は大和三山の一つに数えられ、現在では香久山とも書く。その昔、天から降りてきた山ともいわれる大和で最も格式の高い山である、
天皇が香久山から人民の暮らしを見下ろし、炊事の煙を見て、国の繁栄を確認している。当時の天皇の一般庶民をみて心和む（民の幸せを願う）気持ちがでているようである。天皇が民と寄り添いたいと願う気気持ち。　なお、巻頭歌では雄略天皇が女性に名前を聞いているが、女性が名前を教えるのは結婚の承諾だそうである。日本人にとって名前というものがいかに重要かよく分かる。（「千と千尋の物語」で千尋が「湯ばーば」に名前を千に変えられ支配されてしまったことが思い出された）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大和（やまと）には　郡山（むらやま）あれど　とりよろふ　天（あま）の香具山（かぐやま）　登り立ち　国見（くにみ）をすれば　国原（くにはら）は　煙（けぶり）立つ立つ　海原（うなはら）は　鷗（かまめ）立つ立つ　うまし国そ　蜻蛉島（あきづしま）　大和の国は　（1-2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【大和には多くの山があるけれど　とりわけ立派な天の香具山　その頂に登って大和の国を見渡せば　土地からはご飯を炊く煙がたくさん立っているよ　池には水鳥たちがたくさん飛び交っているよ　ほんとうに美しい国だ　この蜻蛉島大和の国は】


（3）女性の詠んだ歌
額田王（ぬかだのおおきみ）が「近江天皇（天智天皇）を思って詠まれた歌」との歌とのことである。ただし、額田王は、かつては、天智天皇の弟の大海人皇子（天武天皇）の妻であったが、後に天智天皇の後宮に入ることになった。天武天皇と交わした相聞歌もあるので、兄弟で恋を争ったのではないかとも言われている。この当時は、天皇も一夫多妻制とのことである。また、額田王は、絶世の美女とのことである。このような危ない歌は、宴の座興として詠まれていたようであり、万葉の時代の自由な（懐の深い？）様子が感じられる。
きみ待つと　我が恋ひ居（お）れば　我が屋戸（やど）の　簾（すだれ）動かし秋の風吹く（2-488）
【大君を恋しく思って待っていると、部屋の簾が動いた。いらっしゃったと思ったけれど、秋の風が吹いただけだった】
（4）庶民の歌
①長年妻と一緒に生活できたことを感謝している。日常の穏やかな生活に満足している。
幸（さきは）ひの　いかなる人か黒髪の白くなるまで　妹（いも）が声聞く（7-1411）
【なんと幸せな人　黒髪の白くなるまで　妻の声が聞けるとは】
②これは、女性から男性への短歌である。当時は、男性が女性の家に通っていくとき
それを監視するのが、母親の役割だったとのことである。現代においては、このようなことは、通常、考えられないように思う。
玉垂（たまだれ）の小簾（こす）のすけきに　入（い）り通い来（こ）ね　たらちねの
母が問はさば　風と申さむ（11-2364）
【玉垂の玉のすきまから入ってきてください。母が聞いたら風が吹いただけと答えますから】
（5）東歌
さらさらと流れる川で手織りの布をさらす「児」（若い娘）が可愛いと表現しており恋の歌とのことである。素朴な感情と周りの風景のコントラストが素晴らしいと思う。
多摩川に　さらす　手作り　さらさらに　なにそこの児の　ここだかなしき（14-3373）
【布さらす多摩川はさらさら　あの娘はさささらに、なんと可愛いのか】
（6）防人の歌

はせべの稲麻呂の歌
防人は、唐・新羅の侵入に備え九州北辺を守った兵士。三分の一が年ごとに交替。任期は三年。東国出身者が多い。この歌は、素朴で子を思う気持ちが切実に感感じられる。現代にも通じる父母の愛が感じられる。（いつの時代でも子を思う気持ちは、同じである）
父母が　頭かき撫（な）で　幸（さき）くあれて　言ひし言葉ぜ　忘れかねつる。（20-4346）
【父母が私の頭をかきなでて　無事でいろと言った言葉が忘れられない】
防人の妻の歌

人の不幸には、鈍感な女をたちの言葉を胸のつぶれるような思いで聞きながら立ちつくす妻の姿がありあとみえるようである。
防人に　行くは誰（た）が背（せ）と　問ふ人を見るが羨（とも）しき　物思（ものも）せず（20-4425）
【のんきに、防人に行くのはどなたのご主人、と聞く人を見る羨（うらや）ましさ、夫をとられてしまう私のような悲しい思いもしないで】
（7）四季の歌
　「貴の皇子（しきのみこ）のよろこびの一首」となっている。
リズムに乗って流れくだる調べが素敵な一首。躍動的な水の音とともに、春が一気に到来する気分が歌にあふれているのが素晴らしい。
石走（いわばし）る　垂水（たるみ）の上の　さわらびの　萌え出づる春になりにけるかも（8-1418）
【岩の上を飛沫をあげて　流れ落ちる滝のほとりに　さ蕨がやわらかに芽吹いている。春がきたのだなあ】
（8）その他：
ここでは、特に気になる大伴旅人と山上憶良の句を下記に記す。また併せて、「令和」の出典元となった、「梅の花」の歌会の内容についても記す。
1 大伴旅人（断腸の涙）
大伴旅人は大宰府に赴任するに際して、老妻を伴った。すでに６０を越していた老大官にとって、この旅は人生最後のものになるかもしれなかった。長年連れ添ってきた妻と、いたわりあいたい気持ちがあったのだろう。この妻に子はなかった。家持は正妻以外の子である。旅人はこの旅に、家持をも伴っている。その妻が、大宰府について間もなく亡くなった。旅人の受けた打撃は深刻だったようだ。その時に受けた弔問に応える歌が、万葉集巻五の冒頭に掲げられている。
　　世の中は空しきものと知る時し　いよよ　ますます　悲しかりけり(5-793)

【世の中は、むなしくはかないものだと知るときに、私の心はますます悲しみを感じる】
2 -1山上憶良（子らを思う歌）

憶良は人生の最晩年に、地方長官として人民の生活にじかに接し、その困窮振りに心を動かされと思われる。そこに、この人物のあたたかな人柄が感じられる。しかも、地方長官の立場にありながら、人民の生活の悲惨さを詠んだ歌を朝廷の高官に提出することによって、その惨状を訴えようともしている。70歳をこえての作品とのことである。
山上 憶良は、奈良時代初期の歌人。人麻呂、赤人を中心に花開いた万葉の世界にあって、他の誰にも見られない独特の歌を歌い続けた。憶良は人麻呂のように儀礼的な歌を歌わず、赤人のように叙景的な歌をも歌わなかった。彼が歌ったのは、世の中の貧しい人たちの溜息であり、子を思う気持であり、老いの身の苦しさであった。702年の第七次遣唐使船に同行し、唐に渡り儒教や仏教など最新の学問を研鑽した。帰国後は東宮侍講を経た後、伯耆守、筑前守と国司を歴任しながら、数多くの歌を詠んだ。

山上憶良の代表作はいくつかあげられるが、ここではもっとも憶良らしい歌として次の二首を挙げたい。

子等を思ふ歌一首、また序
　　瓜食(は)めば　子ども思ほゆ　栗食めば　まして偲はゆ
　　いづくより　来りしものぞ　眼交(まなかひ)に　もとなかかりて
　　安眠(やすい)し寝(な)さぬ(5-802)
【旅先で瓜を出されて食べていると、子どもの顔が思い出される。その子は恐らく、瓜が好物だったのだろう。次に栗を出されて食うと、いっそう子どもの顔が思い出される。子どもとはどこからやってきた賜物なのだろう。その顔がまぶたのうちに焼きついて、寝ることもできない。実に慈愛に満ちた、人間の情愛がここにはある】
反歌
　　銀(しろかね)も金(くがね)も玉も何せむにまされる宝子にしかめやも(5-803)】。
【金銀も玉もそんなものがなんの役にたとう。どんな立派な宝も子供という宝に及ぶだろうか。けっしておよばない。】

この反歌は、憶良の数ある歌のうちでも、とりわけて有名なものである。この一首には、弱いものへの同情と、幼いものへの慈愛を身上とした、人間味のある憶良のエッセンスのようなものが籠められている。

万葉集巻二にある次の歌は、大宰府時代に大伴旅人の催した宴会の席上、中座する言訳に憶良が即興に作った歌だと言われている。ユーモアの中に、妻子を思いやる老人の暖かい雰囲気が伝わってくるようである。

―山上臣憶良が宴より罷（まか）るときの歌一首

　憶良らは今は罷（まか）らむ子泣くらむ其も彼の母も吾を待つらむそ(5-337)
【幼い子やその母が、私を今か今かと待っていますので、ここらで中座させていただきたい】、

②-2　山上憶良（貧窮問答歌）　
憶良は人生の最晩年に、地方長官として人民の生活にじかに接し、その困窮振りに心を動かされと思われる。そこに、この人物のあたたかな人柄が感じられる。しかも、地方長官の立場にありながら、人民の生活の悲惨さを詠んだ歌を朝廷の高官に提出することによって、その惨状を訴えようともしている。70歳をこえての作品とのことである。
貧窮問答の歌一首、また短歌

風雑(まじ)り　雨降る夜(よ)の　雨雑り　雪降る夜は
　　すべもなく　寒くしあれば　堅塩を　取りつづしろひ
　　糟湯酒(かすゆさけ)　うち啜(すす)ろひて　咳(しはぶ)かひ　鼻びしびしに
　　しかとあらぬ　髭（ひげ）掻き撫でて　吾(あれ)をおきて　人はあらじと
　　誇ろへど　寒くしあれば　麻衾(あさふすま)　引き被(かがふ)り
　　布肩衣(ぬのかたきぬ)　ありのことごと　着襲(そ)へども　寒き夜すらを
　　我よりも　貧しき人の　父母は　飢ゑ寒からむ
　　妻子(めこ)どもは　乞ひて泣くらむ　
　　この時は　いかにしつつか　汝が世は渡る（5-892）
　　　【風まじりに雨が降り、その雨にまじって雪も降る、そんな夜はどうしようもなく寒いから、堅塩を少しずつなめては糟湯酒をすすり、咳をしては鼻水をすすり上げる。たいして生えているわけでもない髭を撫でて、自分より優れた人はおるまいと自惚れているが、寒いから麻でつくった夜具をひっかぶり、麻布の半袖をありったけ重ね着をしても、それでも寒い。こんな寒い夜には、私よりももっと貧しい人の親は飢えてこごえ、その妻子は力のない声で泣くことになろうが、こういう時には、どうやってお前は生計を立てていくのか。】 

天地は　広しといへど　吾(あ)が為は　狭(さ)くやなりぬる
　　日月は　明(あか)しといへど　吾(あ)が為は　照りやたまはぬ
　　人皆か　吾(あ)のみやしかる　わくらばに　人とはあるを
　　人並に　吾(あれ)も作るを　綿も無き　布肩衣の
　　海松(みる)のごと　乱(わわ)け垂(さが)れる　かかふのみ　肩に打ち掛け
　　伏廬(ふせいほ)の　曲廬(まげいほ)の内に　直土(ひたつち)に　藁解き敷きて
　　父母は　枕の方に　妻子どもは　足(あと)の方に
　　囲み居て　憂へ吟(さまよ)ひ　竈には　火気(けぶり)吹き立てず
　　甑(こしき)には　蜘蛛の巣かきて　飯(いひ)炊(かし)く　ことも忘れて
　　ぬえ鳥の　のどよび居るに　いとのきて　短き物を
　　端切ると　云へるが如く　笞杖(しもと)執る　里長(さとをさ)が声は
　　寝屋処(ねやど)まで　来立ち呼ばひぬ　
　　かくばかり　すべなきものか　世間(よのなか)の道(5-892)

　【天地は広いというが、私にとっては狭くなってしまったのだろうか。太陽や月は明るく照り輝いて恩恵を与えて下さるとはいうが、私のためには照ってはくださらないのだろうか。他の人も皆そうなのだろうか、それとも私だけなのだろうか。たまたま人間として生まれ、人並みに働いているのに、綿も入っていない麻の袖なしの、しかも海松のように破れて垂れ下がり、ぼろぼろになったものばかりを肩にかけて、低くつぶれかけた家、曲がって傾いた家の中には、地べたにじかに藁を解き敷いて、父母は枕の方に、妻子は足の方に、自分を囲むようにして、悲しんだりうめいたりしており、かまどには火の気もなく、甑には蜘蛛の巣がはって、飯を炊くことも忘れたふうで、かぼそい力のない声でせがんでいるのに、「短いものの端を切る」ということわざと同じように、鞭を持った里長の呼ぶ声が寝室にまで聞こえてくる。世間を生きてゆくということはこれほどどうしようもないものなのだろうか。】
短歌
　　世間を憂（う）しと恥(やさ)しと思へども　飛び立ちかねつ　鳥にしあらねば(5-893)

【この世の中をつらく身も痩せるように耐え難く思うけれども、飛んで行ってしまうこともできない。鳥ではないのだから 】
3.梅の花（令和がつけられた梅の歌）
2019年4月1日に新元号「令和」が発表されたが、その出典として「万葉集」の「万葉集・梅花（うめのはな）の歌三十二首并せて序」の「時に、初春（しょしゅん）の令月（れいげつ）にして、気淑（よ）く風和（やわら）ぎ(一部抜粋)」より引用されたとして話題となった。政府の説明では、「厳しい寒さの後に春の訪れを告げる、見事に咲き誇る梅の花のように、日本人がそれぞれの花を大きく咲かせることができる、そんな日本でありたい」という意味が込められてあり、新元号「令和」について「人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ意味が込められている」と述べた。これまでの元号には中国の古典が用いられていて、日本の古典が元号の出典とされたのは初めてとのことである。
「梅の花」：梅花の宴：
　天平2年「730」年正月13日、大宰師（だざいのそち）大伴旅人邸の梅園に山上憶良以下下級官人三十余名が集まり、梅花の宴を催した。中国の落梅の詩になぞらえ大和歌で梅を詠（うた）おうとの趣向である。宴席で32首の歌が詠（よ）まれ、また、後から６首が唱和された。遠く都を離れたこの地の筑紫花壇では、旅人を中心としたこのような雅やかな宴が行われていたようである。
序文には、中国の詩序にならい、次のような記載がある。この漢詩風の一文は、梅花の歌三十二首の前につけられた序で、書き手は不明であるがおそらくは、山上憶良の作かとされている。その内容によると、天平二年正月十三日に大宰府の大伴旅人の邸宅で梅の花を愛でる宴が催されたとある。このころ梅は大陸からもたらされたものとして非常に珍しい植物だったようである。当時、大宰府は外国との交流の窓口でもあったのでこのような国内に無い植物や新しい文化がいち早く持ち込まれる場所でもあった。
この序では、前半でそのような外来の梅を愛でる宴での梅の華やかな様子を記し、つぎに梅を取り巻く周囲の景色を描写し、一座の人々の和やかな様を伝えている。そして、中国にも多くの落梅の詩があるように、「この庭の梅を歌に詠もうではないか」と、序を結んでいる。

梅花（うめのはな）の歌（5-815から5-846）
十三日に、師（そち）の老（おきな）の宅（いへ）に萃（あつ）まりて、宴会を申（ひら）く。時に、初春（しょしゅん）の令月（れいげつ）にして、気淑（よ）く風和（やはら）ぎ、梅は鏡前（けいぜん）の粉（ふん）を披（ひら）き、蘭（らん）は珮後（はいご）の香（かう）を薫（くゆら）す。加之（しかのみにあらず）、曙（あけぼの）の嶺に雲移り、松は羅（うすもの）を掛けて蓋（きにがさ）を傾け、夕の岫（くき）に霧結び、鳥はうすものに封（こ）めらえて林に迷（まと）ふ。庭には新蝶（しんてふ）舞ひ、空には故雁（こがん）帰る。ここに天を蓋（きにがさ）とし、地を座（しきゐ）とし、膝を促（ちかづ）け觴（かづき）を飛ばす。言（こと）を一室の裏（うら）に忘れ、衿（えり）を煙霞の外に開く。淡然（たんぜん）と自（みづか）ら放（ひしきまま）にし、快然と自（みづか）ら足る。若し翰苑（かんえん）にあらずは、何を以（も）ちてか情（こころ）を述（の）べむ。詩に落梅の篇を紀（しる）す。古（いにしへ）と今（いま）とそれ何そ異（こと）ならむ。宜（よろ）しく園の梅を賦（ふ）して聊（いささ）かに短詠を成すべし。

【天平二年正月十三日に、大宰師の大伴旅人の邸宅に集まりて、宴会を開く。時に、初春の好き月にして、空気はよく風は爽やかに、梅は鏡の前の美女が装う白粉のように開き、蘭は身を飾った香のように薫っている。のみにあらず、明け方の嶺には雲が移り動き、松は薄絹のような雲を掛けてきぬがさを傾け、山のくぼみには霧がわだかまり、鳥は薄霧に封じ込められて林に迷っている。庭には蝶が舞ひ、空には年を越した雁が帰ろうと飛んでいる。ここに天をきぬがさとし、地を座として、膝を近づけ酒を交わす。人々は言葉を一室の裏に忘れ、胸襟を煙霞の外に開きあっている。淡然と自らの心のままに振る舞い、快くそれぞれがら満ち足りている。これを文筆にするのでなければ、どのようにして心を表現しよう。中国にも多くの落梅の詩がある。いにしへと現在と何の違いがあろう。よろしく園の梅を詠んでいささの短詠を作ろうではないか。】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3.大化の改新
「万葉集」の中でその時代背景を読み解く中で「大化の改新」というのは、大きなイベントに一つである。　したがってこの内容を調べてみた。
「大化の改新」とはそもそも、中大兄皇子と中臣鎌足らが唐から帰国した留学生とともに、唐の律令制を参考にして天皇中心の「中央集権国家建設」を目指したのがきっかけである。
しかし、「改新の詔」（後で説明する）に記された内容がきちんと達成されるまで実は50年以上の歳月を費やすことになる。701年の大宝律令（たいほうりつりょう）の制定で、ようやくその目標としていた政治制度がほぼ確立される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（1）大化の改新の背景と概要:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　645年に起こった政変。それが『大化の改新』のきっかけとなる。『大化の改新』を「645年」と習っていたが、現在はその習い方が変わっている。実は、「645年」は『乙巳の変』（いつしのへん）という反乱が起きた年になる。そしてそれ以降に始まる数年間に及ぶ一連の政治改革を「大化の改新」という。

　厩戸王（うまやどのおう・聖徳太子）の死後、豪族・蘇我氏の権力が天皇家を上回るほどに強くなっていた。蘇我蝦夷（そがのえみし）は大臣として権力をふるい、皇極天皇（こうぎょくてんのう）の時になると、蘇我氏は聖徳太子の息子である山背大兄皇子（やましろのおおえのおうじ）を攻め滅ぼし、蘇我蝦夷の息子・蘇我入鹿（そがのいるか）が実権を握った。

そんな蘇我氏の天下をこころよく思わなかった人たちがいた。唐（昔の中国の王朝）から帰国した留学生や学問僧、また彼らから最新の政治技術を学んだ者たちが、国家体制を整備し、その中に諸豪族を編成することによって、官僚的な中央集権国家を建設し、権力集中をはかろうとする動きが起こった。その代表的な人物が、後の天智天皇（てんちてんのう）となる中大兄皇子（なかのおおえのおうじ）と、後の藤原鎌足（ふじわらのかまたり）こと中臣鎌足（なかとみのかまたり）である。彼らが中心となり、645年、蘇我入鹿を謀殺し、蘇我蝦夷は自殺に追い込まれた。

その後、中大兄皇子は軽皇子（かるのみこ・孝徳天皇（こうとくてんのう））を即位させて自らは実権を握り、人事を刷新。翌年、孝徳天皇は満を持して『改新の詔』を発令したといわれている。ただ、これは日本書紀に記されたことであり、この詔の信憑性に関しては、現在もさまざまな議論が起こっている。ここからが本格的な律令国家の基礎となる古代政治史上の一大改革の始まりである。
「改新の詔」に記された内容は次の4つである。
第1条「公地公民制」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それまで土地や人民は、王族・豪族がそれぞれ支配していたが、この「公地公民制」は「これからは豪族が所有していた土地や人民も国（天皇）が支配する。」というものであった。

　第2条「国郡里制度」（こくぐんりせい）
　「国郡里制度」は「全国を国（60以上）に・国をいくつかの郡に分ける」というもの。今の日本が47の都道府県に分かれているようなものである。地方行政組織を定め、中央の朝廷からは国司が派遣され、政治をとることを定めた。

　第3条「班田収授法」（はんでんしゅうじゅのほう）
「班田収授法」には、まず「6年に一度、みんなの戸籍をつくる」という前提がある。そのうえで「戸籍に従って土地（公地）をみんな（公民）に分け与える。そして亡くなったら国に返してもらいます」という内容が示されている。

　第4条「租調庸の税制」（そようちょうのぜいせい）
　「租調庸の税制」とは「みんな（公民）に税を負担してもらう」というもので、いわゆる統一的税制のことである。
（2）大化の改新は、改革潰しだった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大化の改新は、悪人の曽我氏を滅ぼし展開された改革だったと信じられているが、真相は全く逆だったともいわれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽我氏は、中央集権化を推進していたのではないかと考えられ始めている。天皇家の直轄領「屯倉（みくら）」を増やす活動をしていたのが、天皇の外戚となって権力基盤を固めた曽我氏だったからである。　そのように考えると、中大兄皇子こそ、改革潰しに走った守旧派だったのではないだろうか。　そもそも、中大兄皇子が実権を握って行ったことは、無謀な海外遠征だった。これが。白村江（はくそんこう）の戦い（663年）である。民衆は、敗北することを悟り、朝廷の行動に批判的でさえあったと思われる。
（3）白村江の戦いになぜ突き進んだか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中大兄皇子は、実権を握ると、改革事業そっちのけで、百済救援に突き進む。何が彼をそうさせたのか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白村江の戦い（663年）で、日本は、朝鮮半島での足がかりを、失ったばかりか、滅亡の危機にたたされた。唐と新羅の大軍が日本列島に押し寄せるのを恐れた中大兄皇子は、西日本各地に多くの山城を築いた。幸い、唐はまず朝鮮半島北方の高句麗を攻め落とし、続いて新羅が唐を裏切ったので、中大兄皇子は、命拾いした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その後、中大兄皇子は、近江に都を築き、天智７年（668）年に即位する。この時も人々は、遷都を、非難し、各地で火災が発生したという。中大兄皇子は、本当に古代史の英雄なのかとの疑問が問いかけられている。
参考資料：
・ビギナーズ・クラッシックス　日本の古典　万葉集　角川ソフィア文庫
・万葉集を読む　吉川弘文館
・21世紀に読む日本の古典　万葉集　古橋信孝著
・令和と万葉集　枻（えい）出版社　現代に受け継がれる日本精神文化の原点とは
・万葉集　マンガで読破　株式会社イーストプレス
・万葉集　（わたしたちの古典）学校図書株式会社
・万葉集の環境生活　高橋正美　笠間出版
・万葉びと人の歌ごころ　前　登志夫　日本放送協会　
・楽しくわかる万葉集　仲西　進　監修　ナツメ社　　　　　　　　　　　
　以上
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